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昨
年
十
一
月
、
自
治
体
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
交
流
が
あ
っ
た
英
陽
(
ヨ
ン
ヤ
ン
)
郡
よ
り

(
ふ
れ
ん
ど
し
つ
ぶ
第
五
号
既
報
)
先
々
月
、
当
友
好
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ニ
人
に
対
し
て
招
待
が

あ
り
、
五
月
二
十
六
日
j
三
十
日
の
日
程
で
韓
国
、
ソ
ウ
ル
、
英
陽
を
訪
問
し
ま
し
た
。

初
め
て
訪
問
し
た
異
国
の
地
の
感
想
な
ど
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
、
五
月
二
十
六
日
に

名
古
屋
空
港
を
九
時
三
十
分
発
の

大
韓
航
空
に
て
、
韓
国
へ
出
発
し

ま
し
た
。
金
浦
国
際
空
港
は
十
一

時
五
分
に
到
着
、
宿
泊
地
で
あ
る

ソ
ウ
ル
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
ヘ
タ

ク
シ
ー
で
向
い
ま
し
た
。
こ
の
季

節
の
ソ
ウ
ル
は
ス
モ
ッ
グ
が
多
く

て
遠
景
は
あ
ま
り
良
い
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
韓
国
最
高
の
六
十

三
階
建
の
大
韓
生
命
ビ
ル
や
、
国

会
議
事
堂
似
品
慢
ん
で
見
え
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
着
一
い
て
ま
も
な
く
今
春

岐
阜
大
学
を
卒
業
し
た
へ
崖
(
チ

エ
)
君
、
同
じ
く
岐
阜
大
学
大
学

院
を
・
卒
業
し
た
工
学
博
士
に
な
ら

れ
た
黄
〈
フ
ァ
ン
)
君
に
三

ヶ
月
ぶ
り
に
再
会
、
又
、
昨

年
ま
で
八
幡
町
で
英
語
指
導

助
手

(
A
E
T
)
と
し
て
活

な
，
躍
さ
れ
た
ケ
イ
さ
ん
の
伯
父

州
さ
ん
の
李
鐘
律
さ
ん
に
も
二

年
振
り
に
再
会
し
ま
し
た
。

安

翌

二

十

七

日

は

朝

か

ら

南

陽
大
門
市
場
や
ソ
ウ
ル
駅
を
見

;
学
、
ソ
ウ
ル
空
港
四
時
発
の

J

国
内
線
で
臆
泉
(
イ
ェ
チ
ェ

ン
)
八
九
向
い
ま
し
た
。
醸
泉

の
空
港
に
は
昨
年
十
一
月
、

自
治
体
交
流
セ
ミ
ナ
ー
で
お

会
い
し
八
幡
町
も
訪
問
さ
れ

た
蓑
(
ペ
ェ
)
副
郡
守
、
金

よ
い
方
向
に
行
き
ま
す
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

英
陽
郡
唯
一
の
国
宝
で
あ
る
五
重

石
塔
(
約
一
五

O
O年
前
に
建
立
)

を
見
学
後
、
町
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
郡
守
さ
ん
主
催
の
昼
食
会
に
招

か
れ
ま
し
た
。
英
陽
の
町
並
み
は

白
鳥
町
に
似
て
お
り
、
郡
上
の
よ

う
な
山
に
固
ま
れ
て
山
裾
の
斜
面

に
畑
が
あ
り
、
主
産
物
で
あ
る
唐

辛
子
と
タ
バ
コ
が
ビ
ニ
ー
ル
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
品
目

で
英
陽
一
全
体
農
業
所
得
の
五
十
八

%
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
唐
辛

子
は
韓
国
一
の
高
品
質
と
言
わ
れ

て
お
り
、
私
た
ち
も
英
陽
に
あ
る

唐
辛
子
の
関
連
施
設
の
中
で
、
昨

年
完
成
し
た
唐
辛
子
を
粉
に
す
る

六
つ
の
農
協
で
つ
く
っ
た
工
場
、
民

間
の
唐
辛
子
味
噌
製
造
工
場
、
現

在
建
設
中
の
道
営
ト
ウ
ガ
ラ
シ
試

験
場
等
の
施
設
も
見
学
し
て
参
り

ま
し
た
。
英
陽
郡
も
ご
多
分
に
も

れ
ず
若
者
逮
が
都
会
へ
流
出
し
て

過
疎
開
題
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
よ
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だガー
きン時
ま)間
L温程
た泉の
。に所

の案あ

温
泉
は
韓
国
で
一
番
有
名
な
温
泉

で
百
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
ホ
テ
ル

な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
大
リ
ゾ
ー

ト
地
で
、
と
て
も
き
れ
い
で
、
下

回
の
お
湯
と
感
じ
が
同
じ
で
し
た
。

英
陽
郡
の
お
隣
り
の
安
東
(
ア

ン
ド
ン
)
市
は
人
工
十
万
人
ほ
ど

で
す
が
、
大
学
が
三
校
あ
り
教
育

に
は
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
郊
外
に
は
日
本
の

松
下
村
塾
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
を

育
て
た
陶
山
書
院
、
安
東
民
俗
博

物
館
、
安
東
民
俗
村
な
ど
が
あ
り
、

い
づ
れ
も
数
百
年
の
年
月
を
余
り

人
為
的
な
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
に
保
存
し
て
い
る
の
に

は
感
心
し
ま
し
た
。
/

こ
の
度
の
旅
行
で
感
謝
し
た
い

事
は
、
先
方
の
ご
招
待
と
は
言
え
、

四
日
間
の
滞
在
中
全
行
程
を
変
副

郡
守
、
金
係
長
の
お
二
人
が
ご
案

内
下
さ
っ
た
事
で
す
。
ま
た
目
的

地
に
着
く
と
必
ず
面
長
さ
ん
(
村

長
)
、
郡
議
会
議
員
さ
ん
、
警
察
署

の
幹
部
の
か
た
、
農
協
の
幹
部
の

か
た
、
そ
の
ほ
か
日
本
語
の
話
せ

る
か
た
た
ち
が
待
っ
て
い
て
ご
案

英陽郡庁で郡守と面談(写真中央が権郡守)

内
下
さ
い
ま
し
た
。

滞
在
中
お
世
話
下
さ
っ
た
、
礼

節
の
国
韓
国
の
素
朴
で
親
切
な
英

陽
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
、
も

う
一
度
英
陽
を
訪
れ
た
い
と
思
い

な
が
ら
醸
泉
の
空
港
を
後
に
し
ま

し
た
。
帰
国

L
て
思
え
ば
、
近
く

て
遠
い
固
と
恩
わ
れ
が
ち
な
韓
国

は
実
は
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
近

い
外
国
で
あ
る
と
ρ

信
℃
て
や
み
ま

せ
ん
o

t

ぺ

-

V

げ

'

ロ
シ
ア
の
固
か
ら
H

コ
ン
ニ
チ
ワ
H

先
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
二
日

間
、
ロ
シ
ア
の
中
学
生
等
十
八
名
は

八
幡
町
を
訪
れ
、
八
幡
の
中
学
生
た

ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

彼
ら
一
行
は
、
ロ
シ
ア
の
シ
ェ
レ

ホ
フ
市
の
中
学
生
た
ち
で
、
石
川
県

に
あ
る
根
上
町
と
交
流
が
あ
り
今

年
も
、
同
町
に
六
月
十
九
日
j
七
月

三
日
ま
で
の
日
程
で
訪
問
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
当
協
会
の
坂
本
会

長
が
以
前
に
同
町
で
講
演
し
た
縁

も
あ
り
、
今
回
の
八
幡
町
で
の
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
二
十
六
日
午
後
パ
ス
で

八
幡
に
到
着
後
、
町
役
場
を
表
敬
訪

問
、
宿
泊
場
所
と
な
っ
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
歓
迎
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
、
八
幡
中
学

校
を
訪
問
し
、
生
徒
と
交
流
、
一
緒

に
学
校
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

大
変
忙
し
い
二
日
間
の
滞
在
で
、

し
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
意
義
の

あ
る
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

中町の陽

ギフ

GIFAとは郡上八幡国際友好協会の愛称です
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事
業
部
主
催

第
二
回
・
三
国
学
習
会
を
開
催

A 

去
る
六
月
八
日
{
土
)
と
ニ
ナ

二
日
(
土
)
、
国
際
交
流
に
.
関
す
る

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
六
月

八
日
(
開
場
八
幡
町
役
場
)
は
、

前
岐
車
大
学
国
際
交
流
事
務
室
長

の
森
山
章
先
生
(
現
在
、
名
古
屋

大
学
に
あ
る
文
部
省
核
融
合
科
学

研
究
所
勤
務
)
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、
国
際
交
流

l
私
の
経
験
か

ら

l
国
際
社
会
で
の
お
つ
き
あ
い

の
し
か
た
と
題
し
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
二
十
二
日
(
開

場
υ

文
化
セ
ン
タ
ー
講
義
室
)
に
は
、

ア
ジ
ア
を
学
ぶ
「
今
日
の
韓
国
事

情
」
を
テ
!
マ
に
、
先
頃
韓
国
・
英

陽
(
ヨ
ン
ヤ
ン
)
郡
を
訪
問
し
た

協
会
員
の
報
告
会
と
、
現
在
岐
阜

大
学
に
留
学
中
の
張
さ
ん
、
李
さ

ん
、
変
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
現

在
の
韓
国
事
情
(
若
者
文
化
、
教

育
、
生
活
環
境
等
)
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
が
よ
り
身
近
に
な
っ

た
今
日
に
お
い
て
、
今
回
の
学
習

は
大
変
参
考
に
な
り
、
得
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
森
山
先
生
め
話
の
概
略

F G 
d 

“府"

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岐
阜
大
学
で
は
世
界
の
約
十
三

の
大
学
と
交
流
が
あ
り
、
現
在
す

で
に
二
百
数
十
人
を
こ
す
学
生
が

学
ん
で
い
る
、
国
際
交
流
で
は
東

海
北
陸
の
屈
指
の
大
学
で
す
。
留

学
生
を
理
解
す
る
に
は
構
え
ず
に
、

あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
体
験
か
ら
話
し
ま

す
と
、
豪
華
な
着
物
を
買
い
与
え

た
り
、
京
都
な
ど
に
旅
行
に
連
れ

て
い
く
家
庭
が
あ
り
ま
す
が
、
長

続
き
し
ま
せ
ん
。
自
然
な
振
る
舞

い
で
食
住
を
と
も
に
し
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。
外
国
人
だ
か
ら
日

本
語
を
知
ら
な
い
と
思
う
の
は
間

違
い
で
、
知
ら
な
い
と
思
っ
て
日

本
語
で
話
す
と
結
構
通
じ
て
お
り
、

誤
解
を
招
か
な
い
会
話
が
大
切
で

す
。
国
際
交
流
と
い
う
と
世
界
と

い
う
話
し
で
す
が
、
自
分
の
足
元

を
み
つ
め
な
い
と
実
際
は
で
き
な

い
話
し
で
、
自
分
の
足
元
↓
地
域

の
こ
と
↓
郡
上
の
こ
と
↓
岐
阜
県

↓
日
本
↓
世
界
と
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
国
際

交
流
は
ま
ず
自
分
の
足
元
か
ら
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
と
言
う
考

え
で
い
く
必
要
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岐
阜
大
学
サ
マ
!
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
い
る
留
学
生
が
、
課
外
叫

授
業
の
一
つ
と
し
て
七
月
十
八
日
一

か
ら
二
十
二
日
ま
で
来
幡
し
ま
す
。
一

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
六
月
四
日
か
ら
一

八
週
岐
阜
大
学
で
日
本
語
ク
ラ
ス
一

を
受
講
し
、
そ
の
期
間
中
に
、
八
~
一

幡
町
に
お
い
て
茶
道
・
草
木
染
体
一

験
・
酒
蔵
見
学
等
の
後
町
内
に
ホ

i

一

ム
ス
テ
イ
す
る
予
定
で
す
。
今
回
一
一
'

は
ス
エ

l
デ
ン
か
ら
七
人
韓
国
か

ら
五
人
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
人
の
計
川

十
三
で
す
。
八
幡
で
の
滞
在
日
数
川

は
少
な
い
で
す
が
、
町
で
す
れ
ち

が
っ
た
と
き
な
ど
気
楽
に
声
を
か

け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
、
き
っ
と
笑
J

顔
で
応
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

夫婦部川英会語敬富

当
協
会
が
主
催
・
募
集
し
、
八
幡
英
会
話
サ
ー

ク
ル
の
ご
協
力
を
得
て
五
月
二
十
七
日

i
六
月

二
十
四
日
の
毎
週
月
曜
日
の
夜
、
休
養
村
セ
ン

タ
ー
に
て
英
会
話
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
町
内
で
英
話
指
導
助
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
リ
ー
ド
シ
ス
ン
さ
ん
、
ア
ン
バ
ー
-

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
担
当
し
、
今
年
は
「
旅
行

に
役
立
つ
英
会
話
」
を
テ
!
マ
に
迷
い
子
に
な

っ
た
ら
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
に
で
等
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
場
面
を
想
定
し

て
五
回
の
講
座
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
年
々
受
講

生
も
増
え
、
今
年
度
は
三
十
四
名
が
受
講
し
ま

し
た
が
、
チ
マ
の
英
会
話
に
と
ま
ど
い
を
み
せ

な
が
ら
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
こ
の
講
座
は
来
年
度
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

; 世界で活躍中の音楽家たちによる 1 
1 第 ア回 ! 

i プラスの里~郡上八幡 | 
(第 15回奥長良国際音楽村) 十

i すっかり夏の恒例行事となったフゃラス講習会、プラスの里~ ! 

; 郡上八幡が、今年も7月21日--24日までの日程で、郡上八幡総 i 

j 合文化センターを会場に開催されます、。 ! 

この講習会は今年で7回目を迎えますが、独自の指導法で知ら i 

i れるドイツ出身のフ7ス演奏者を中心として当地に招き、ブラ i 

i ス愛好家、指導者が一緒になって合宿し、行われるものです。 l 

i また、この講習会に先立ちオープニングコンサートとして、室 ! 

! 内楽の夕べ、がまた、講習期間中に講師と受講生によりジョイン ; 

トファミリーコンサートも開催される予定です。郡上の地にお ! 

いて世界一流の音楽が楽しめるこの機会をお見逃しなく。 1 . 

詳しくは郡上八幡音楽を楽しむ会 | 

l 坂本代表 (05756-5 -25日)迄お問い合わせ下さいo j 

、¥ ‘ _，./

室内楽の夕べ 7月20日(土)午後7時より

ジョイントファミリーコンサート

7月23日(火)午後7時より

いずれも郡上八幡総合文化センタ一大ホール・有料

ギ 7 7 

GIFAとは郡上八幡国際友好協会の愛称です

友
好
協
会
か
ら

お
願
い
と
お
知
ら
せ

当
協
会
で
は
、
内
昨
年
ま
で
の
夏

期
日
本
語
講
座
に
参
加
さ
れ
た
学

生
た
ち
の
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
の
学
生
今
、
こ
こ
に
い
る

よ
、
等
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
是
非

協
会
事
務
局
(
役
場
企
画
課
内

岱

0
5
7
5
6
1
7
1
1
1
2
2
)

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
皆
様
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
ま
と
め
て

今
後
の
交
流
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
多
国
籍
料
理
の
タ
ペ
と
題

し
て
各
国
料
理
を
味
わ
う
会
も
企

画
し
て
い
ま
す
。
日
本
在
住
の
外

国
人
を
料
理
講
師
に
、
皆
さ
ん
に

参
加
し
た
だ
き
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
中
国
料
理
の
夕
べ
を
計
画
中

で
す
。
詳
細
は
決
定
次
第
、
ふ
れ

ん
ど
し
つ
ぶ
紙
面
、
広
報
な
ど
を

通
じ
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。
乞
う

ご
期
待
。


